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安
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長

伊
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文

明
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衆
議
院
議
員
鈴
木
貴
子
君
提
出
法
務
省
幹
部
職
員
に
よ
る
不
祥
事
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
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弁
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を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
貴
子
君
提
出
法
務
省
幹
部
職
員
に
よ
る
不
祥
事
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

法
務
省
職
員
が
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
六
年
五
月
十
三
日
内
閣
衆
質
一
八
六
第
一
三
四
号
。
以
下
「
前
回
答
弁
書
」

と
い
う
。
）
五
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
処
分
を
受
け
る
に
至
っ
て
い
る
こ
と
は
、
法
務
行
政
に
対
す
る
国
民
の
信

頼
を
著
し
く
損
な
う
も
の
で
あ
っ
て
、
誠
に
遺
憾
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

法
務
省
に
お
い
て
は
、
職
員
の
綱
紀
粛
正
に
つ
き
、
会
同
、
会
議
、
研
修
等
の
機
会
を
利
用
し
て
注
意
喚
起
す
る
な
ど
し

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
前
回
答
弁
書
六
及
び
七
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。


